
平成 2 6 年  日本建築士会連合会賞 入賞作品

奨励賞

戸建住宅（併用） 神奈川県横浜市

Casaさかのうえ
構造・階数
木造
地上2階建て

敷地面積
132.47㎡

建築面積
79.39㎡

延床面積
158.39㎡

竣工
平成25年2月5日

A C

撮影…Toshihiro Sobajima

設計者

岸本和彦 ■神奈川県建築士会、acaa

とも言える場所として、レセプションなどのイベント空間、アウター

ギャラリーとしても使われ、クライアントの要望にもぴったり沿っ

た場所となった。ピロティからは、東側に広がる緑の木々が空間

に溶け込んで、四方の外壁のレッドシダーと呼応して美しい。も

ともと古い建築が建っていた敷地を、建て替えによっていわば

「復元」し、緑の環境も取り戻したことになる。
　「木造2階建て」と言われても即座には納得しがたい複雑なレ
ベル差を駆使して、住宅の各構成員、来訪者それぞれの居場

所を、それぞれにふさわしい形で用意するという計画が成功し

ている。 （松川淳子）

急な坂道の途中に建築された住宅。子ども2人を含む家族の

居住機能以外に、夫のためのオフィス、妻の経営する私設ギャ

ラリー、料理教室のためのキッチンとダイニングという多様な用

途を兼ね備えるという条件を満たすために、設計の力量が求め

られた。

　複雑な機能を空間として解くカギは、住宅というきわめて私

的な空間に、いかに（また、どこに）公的な性格を持たせることが

できるか、つまり、家そのものをどこまでまちに開くことができる

か、ということにあり、それは、坂道レベルから半階「浮いた」形
となったピロティ空間に凝縮、象徴された。そこは「地域の縁側」

選評

B
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アウターギャラリー

エンガワ

手摺:St丸パイプ40φ 溶融亜鉛メッキ処理

手摺子：St-FB12*38 溶融亜鉛メッキ処理

断面詳細図 S=1/50

予備室

ウォールナットフローリング

    (床暖房用塗装品)t=15

【床下収納1 収納棚】

・側板、底板：ランバーコアt=30+OF

・棚板：ランバーコアt=24+OF、ダボレール

SUSピクチャーレール(天井埋込)

ウォールナットフローリング

    (床暖房用塗装品)t=15

インナーギャラリー

OPEN
OPEN

カーテンBOX：シナランバーコアt=12 EP

覗き窓：シナフラッシュ EP

外接部基礎立上：スタイロフォームt-20

バルコニー梁：板金巻

格子：レッドシダー30*30@60 オスモ塗装

レッドシダー40*90 オスモ表裏共

上の間

カーテンBOX

床下収納1

中庭外壁：モルタル金コテ押えt-20 ウレタン塗装
レッドシダー（無節）t-15 オスモ塗装 縦張

通気胴縁t-18

透湿防水シート

ダイライトt-12

透湿防水シート

サイディングt-12

レッドシダー（無節）t-15 オスモ塗装

トップライト

 Low-E透明ペアガラス 高遮熱断熱タイプ SBU5+A12+FL5

 光触媒 クリーンなの工法

 透明飛散防止フィルム ルミクール1501UH 

笠木：ガルバリウム鋼板

外部階段

 踏み板：シマ鋼板t-9

 ささら：St-FB 12*65

 手 摺：St-30φ

  溶融亜鉛メッキ処理
インターフォン（溶融亜鉛メッキ処理）

FIXガラス：透明ペア FL5-A12-FL5

モルタルくし引き仕上げt-15

浸透性撥水剤塗布

目地砂を充填

インターロッキングブロックt-60

敷砂+セメントt-30

ＦＲＰ防水＋トップコート（白）

構造用合板t-９ ２枚重ね張り

水勾配用垂木

デッキ床：レッドシダー40*90 オスモ表裏共

ささら桁：レッドシダーt=90 @910以下 オスモ表裏共

パッキン@910

前面道路

森

隣地

目地砂を充填

インターロッキングブロックt-60

敷砂t-30

透水シート

砕石(C-30またはRC-30)
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▼最高高さ：G.L.+7320

▼F.L.1：G.L.+1990

▼設計G.L. ±0

▼F.L.2：G.L.+4330

▼RF.L.(最高軒高)：G.L.+4330

▼笠木高さ：G.L.+7000

A 上の間。斜めに切り取られたトップライトから採光する
B 前面道路の坂道レベルから半階浮いたピロティを見
る。外壁はレッドシダー仕上げ

C 2階からアウターギャラリーを見る（夕景）
D オープンキッチンが設えられた中の間から室内全体
を見る。右手に上の間、左手に中の間。ここで料理教
室も開催される

E 西側外観
F インナーギャラリー
写真撮影…上田 宏

D

E F

断面図

1.5階

2階

平面図
1階
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